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報道関係者各位 
2020 年 1 ⽉ 17 ⽇ 

神宮の杜芸術祝祭実⾏委員会 
 
 

⽇本博 主催・共催型プロジェクト 
「神宮の杜芸術祝祭」祭る。祈る。創る。 
―持続可能な⾃然と芸術⽂化― 
 
明治神宮の杜を舞台に、⽇本⼈の⾃然観を体現した芸術と⽂化の祝祭が開幕 
 
- 2020 年 3 ⽉ 20 ⽇から 2021 年 3 ⽉ 31 ⽇までの約 1 年間、明治神宮の杜を舞台に様々な芸術・

⽂化プログラムを開催 
- 開幕前⽇の 3 ⽉ 19 ⽇（⽊）に記者発表会・プレスツアー・開幕記念シンポジウムを開催 
- 参加アーティストの詳細は 2 ⽉に発表予定 
- 「神宮の杜芸術祝祭」は、2020 年のオリンピック・パラリンピックイヤーにあわせて展開さ

れている「⽇本博」の公式イベント 
 
 

 
 
 
  



 
 

 2 

1. 神宮の杜芸術祝祭とは 
 
神宮の杜芸術祝祭実⾏委員会は、2020 年 3 ⽉ 20 ⽇（⾦・祝）〜2021 年 3 ⽉ 31 ⽇（⽔）までの約 1 年間、
明治神宮創建 100 周年を記念し、明治神宮の杜を舞台に、⽇本⼈の⾃然観を体現した芸術と⽂化のフェステ
ィバル「神宮の杜芸術祝祭『祭る。祈る。創る。』―持続可能な⾃然と芸術⽂化―」を開催いたします。年
間を通して、明治神宮（内苑・外苑）にて様々な展覧会やイベントをお楽しみいただけるプログラムです。 
 
2020 年、明治神宮は、創建 100 年を迎えます。 
次の 100 年へと歩みを進めるこの記念すべき年、明治神宮の鎮守の杜を舞台とすることで、⽇本における「⾃
然」と「⽂化・芸術」のつながりを再認識し、⽇本の美意識の再発⾒と海外発信を⽬指します。⼭⼝裕美を
アーティスティックディレクターに迎え、厳かな雰囲気をまとった⼤⾃然の中での野外彫刻展や美術展、神
宮周辺で発展した現代⽂化の企画展など、多様なイベントを年間を通して実施します。あわせて、被災地振
興や地域創⽣のイベントを開催し、祈りの⼼を世界に発信していきます。 
 
また、多様な⽇本の⾃然・⽂化の海外発信を⽬指し、屋内外で使⽤可能な観光インバウンド対応システムを
開発し、⽇本の伝統、アーティストの創造⼒、そして最先端技術を掛け合わせたイノベーションを引き起こ
し、未来に続く新しいレガシーを創出します。芸術⽂化施設や神社仏閣、公園等における訪⽇外国⼈対応の、
新技術導⼊にむけたモデルケースとなるべく、デジタルサイネージ、スマホガイドなどの最新技術を活⽤し、
汎⽤性が⾼く、各機関が運⽤しやすいようなシステム開発を⾏います。 
 

 

神宮の杜芸術祝祭 ロゴ 

 
 
2. ⼤都会・東京の中⼼に浮かび上がる緑の杜、 

明治神宮を会場として開催される初の芸術⽂化事業 
 
会場は、2020 年に創建 100 年を迎える明治神宮。明治天皇と昭憲皇太后をお祀りする神社としてのみ
ならず、我が国を代表する神社仏閣として誰もが知る存在である明治神宮は、初詣には⽇本⼀の参拝者
が訪れる⽇本⼈の⼼の拠り所であるとともに、外国からの旅⾏者も数多く訪れ、「⽇本の⼼」を世界に
発信する場所となっています。圧倒的な⾃然に溢れる 70 万㎡の内苑・外苑を保有しているこの場所は、
100 年前は荒地のような景観が続いていました。森林学や造園学、都市⼯学をベースに、持続可能な⾃
然と都市づくりを念頭に、⽇本全国から集まった若者たちによる奉仕活動で植林がされ、その後 100
年をかけた⾃然な⽣態遷移を経て、まるで⾃然林のように⼤きく豊かに成⻑した神宮の杜は、緑豊かな
都会のサンクチュアリとなっています。この明治神宮を会場に、次の 100 年に向け、持続可能な⾃然
と芸術⽂化をテーマに、⼈・⾃然・⽂化の三者の関係を再定義しながら、その新しいあり⽅を世界へ発
信する「神宮の杜芸術祝祭」を開催いたします。 
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3. オープニング・フェスティバル 〜被災地復興と東北を元気に〜 
 
「神宮の杜芸術祝祭」のオープニングを記念して 3 ⽉ 20 ⽇に開幕する「オープニング・フェスティバル 〜
被災地復興と東北を元気に〜」では、以下のプログラムを開催します。 
 
オープニング・フェスティバル① 
神宮の杜 野外彫刻展「天空海闊（てんくうかいかつ）」 
会期： 2020 年 3 ⽉ 20 ⽇（⾦・祝）〜2020 年 12 ⽉ 13 ⽇（⽇）＊会期中無休 

記者発表会・プレスツアー：2020 年 3 ⽉ 19 ⽇（⽊）10:30〜12:15 
時間： 明治神宮の開⾨・閉⾨時間に準じます 
会場： 明治神宮 内苑各所 
⼊場： 無料 
出展作家（＊五⼗⾳順、敬称略）： 

國安孝昌、名和晃平、船井美佐、松⼭智⼀、三沢厚彦 
概要： 「天空海闊（てんくうかいかつ）」とは、果てしなく続く空、快晴の空へ向かって、⼤らかに広が

ることを意味します。 
⽇本を代表する神社仏閣として知られる明治神宮の特徴の⼀つに、圧倒的な⾃然が溢れる 70 万㎡
の内苑・外苑があります。現在、緑豊かな都会のサンクチュアリとして親しまれているこの神宮の
杜ですが、実は 100 年前につくられた⼈⼯の杜であることはあまり知られていません。当時の森林
学や造園学、都市⼯学を採り⼊れながら、持続可能な⾃然と都市づくりを念頭に、⽇本全国から集
まった若者たちによる奉仕活動で造られたのです。この事実をもう⼀度、展覧会をとおして⾒直す
ことは、次の 100 年の⾃然と都市、そして芸術のあり⽅を考えるうえで有益となるでしょう。 
今回、この神宮の杜を舞台に、はじめての野外彫刻展を開催します。 
杜の中にひっそりと置かれた芸術作品は杜の⽊々と対峙し、呼応します。神宮の杜の中で、新しい
芸術作品との出会いをお楽しみください。 

 
参考写真： 

 
名和晃平《White Deer (Oshika)》 
2017、mixed media 
632.5 × 448.5 × 438.0 cm 
©Reborn-Art Festival 2017 
photo : Keiko Watanabe(Pontic Design Office) 

 
三沢厚彦《Animal 2012-01》 
2012、樟、油彩、131 × 76 × 292 cm 
撮影: 三沢厚彦 
©Atsuhiko Misawa, Courtesy of Nishimura Gallery 

 
船井美佐《森を覗く  ⼭の⽳ 》 
2013、ステンレス、鉄、直径 90 cm 
六甲ミーツアート・六甲⼭ホテル 
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オープニング・フェスティバル② 
「神宮の杜芸術祝祭 オープニング・シンポジウム：百年の杜 そして芸術」 
⽇時： 2020 年 3 ⽉ 19 ⽇（⽊） 15:30〜18：00 
会場： フォレストテラス明治神宮（楠の間） 
定員： 100 名（先着順） 
参加申込：ご参加希望の⽅は、8 ページ参加申込書からお申込みください 
概要： 「神宮の杜芸術祝祭」は、2020 年のオリンピック・パラリンピックイヤーにあわせて展開される

「⽇本博」の公式イベントです。⽇本博の総合テーマである「⽇本⼈と⾃然」とも深く共鳴しなが
ら、世界に発信できる「⽇本の美」とは何かを問いかけていきます。 
神宮の杜は、⽇本⼈が⾃然を尊重しながら美意識を育んできたことを象徴する場所でもあり、⽇本
の歴史や、創造性、精神性が織り込まれた「⽇本の美」を表現するにふさわしいと考えます。 
今回、「神宮の杜芸術祝祭」を開催するにあたり、シンポジウムを企画し、約 1 年にわたる「神宮
の杜芸術祝祭」のコンセプトを明⽰します。これまでの 100 年を振り返るとともに、これから 100
年の「杜」、100 年の「芸術」を展望する機会とします。 

 
プログラム（敬称略）： 
15:30-15:40 主催者挨拶 
15:40-16:20 基調講演：⻘柳 正規（元⽂化庁⻑官、多摩美術⼤学理事⻑） 
16:20-16:30 休憩 
16:30-17:50 パネルディスカッション 
  登壇者： ⻘柳 正規 
   御⽴ 尚資（BCG シニアアドバイザー） 
   今泉 宜⼦（明治神宮 国際神道⽂化研究所主任研究員） 
   名和 晃平（彫刻家、SANDWICH Inc.主宰、京都造形芸術⼤学教授） 
  モデレーター：⼭⼝ 裕美（神宮の杜芸術祝祭 アーティスティック・ディレクター） 
 
オープニング・フェスティバル③ 
岩⼿、宮城、福島被災 3 県の伝統芸能団体による演舞「東北伝統芸能公演〜鎮魂と祈り〜」 
⽇時： 2020 年 3 ⽉ 20 ⽇（⾦・祝）〜22 ⽇（⽇） 
会場： 明治神宮本殿、神宮会館、フォレストテラス明治神宮、参道 
概要： 被災地復興や地域創⽣への祈りを込めて、「鎮魂と祈り」をテーマに、東⽇本⼤震災で被災した岩

⼿、宮城、福島の伝統芸能団体を招聘し、3 ⽇間にわたり伝統芸能を披露します。 
協⼒： 全⽇本郷⼟芸能協会 
詳細は、後⽇ウェブサイトにてお知らせします 
 
オープニング・フェスティバル④ 
東北被災地復興⽀援「サンクスフラワー・プロジェクト」展 
⽇時： 2020 年 3 ⽉ 20 ⽇（⾦・祝）〜31 ⽇（⽕） 
会場： フォレストテラス明治神宮、南参道⼩径 
概要： 東北で⽣産される美しい花々は、東⽇本⼤震災からの復興のシンボルであり、⽣産者・市場関係者

の並々ならぬ努⼒の証です。復興に際して寄せられた世界中の好意に対し、感謝の気持ちと共に花
を届けようと、「サンクスフラワー・プロジェクト」はスタートしました。オープニング・フェス
ティバルでは、東北６県各地の桜を、同時期に開花させて展⽰します。 

詳細は、後⽇ウェブサイトにてお知らせします 
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オープニング・フェスティバル⑤ 
SATOYAMA＆SATOUMI movement×東北伝統芸能×みちのく潮⾵トレイル 
⽇時： 2020 年 3 ⽉ 20 ⽇（⾦・祝）〜22 ⽇（⽇） 
会場： フォレストテラス明治神宮 
概要： 被災地復興⽀援・東北を元気に！ 

「SATOYAMA＆SATOUMI movement×東北伝統芸能×みちのく潮⾵トレイル」のコラボレーシ
ョンプロジェクトを開催します。 

詳細は、後⽇ウェブサイトにてお知らせします 
 
オープニング・フェスティバル⑥ 
地⽅創⽣ 新 JAPAN PROJECT 
⽇時： 2020 年 3 ⽉ 20 ⽇（⾦・祝）〜22 ⽇（⽇） 
会場： フォレストテラス明治神宮 
概要： 「観光振興」と「地域産業⽀援」をテーマに、地域の皆さまと共に、持続可能な地域社会の実現に

向けて取り組んでいる⽇本航空の「新 JAPAN PROJECT」。 
オープニング・フェスティバルではフォレストテラス明治神宮において、東北各県と⼀緒に、東北
の魅⼒を発信します。 

詳細は、後⽇ウェブサイトにてお知らせします 
 
 
4. 2020 年に開催予定の美術展 
 
「神宮の杜芸術祝祭」のメイン企画として、3 つの美術展を開催し、⾃然と深くかかわりながら制作をして
きた⽇本の美術のあり⽅を展観します。 
 
2020 年 3 ⽉ 20 ⽇に開幕する野外彫刻展「天空海闊（てんくうかいかつ）」に続いて、6 ⽉ 12 ⽇からは明治
神宮ミュージアムにて、約 30 ⼈のアーティストが屏⾵、掛け軸、衝⽴、扇⾯といった⽇本古来の美術品の
かたちにあわせた作品を発表する「百年の杜のアート」展を開催します。そして 7 ⽉ 15 ⽇からは宝物殿を
会場にした「彫刻の系譜−平櫛⽥中から名和晃平まで」展を展開します。 
 
百年の杜のアート「紫幹翠葉（しかんすいよう）」 
会場： 明治神宮ミュージアム 
会期： 2020 年 6 ⽉ 12 ⽇(⾦）〜9 ⽉ 30 ⽇（⽔） 
概要： 「紫幹翠葉（しかんすいよう）」とは、紫の⽊の幹、緑の⽊の葉という意味から、景⾊が⻘々とし

ていて美しい様⼦を表します。縄⽂時代から⽇本⼈は、富⼠⼭や桜だけでなく、⽥んぼや雑草、野
⿃などといった⽇常の暮らしの⾵景に、美しさを⾒出してきたのです。 
この展覧会では、現代アーティストらが、明治神宮やその鎮守の杜に思いを寄せ、⾃然や暮らしを
対象に畏怖と尊敬、情熱を込めて制作した作品を中⼼に展⽰を⾏います。その表現の形として選ん
だのは、屏⾵、掛け軸、衝⽴（絵画）、扇⾯といった⽇本古来の様式です。特に扇⾯形の絵画作品
は実⼒と才能を兼ね備えた注⽬の現代アーティスト（約 30 ⼈）に依頼、１つの壁⾯に展⽰する予
定です。素晴らしい明治神宮の緑と共に、澄んだ表現の数々を堪能いただけるでしょう。 

詳細は、後⽇ウェブサイトにてお知らせします 
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彫刻の系譜―平櫛⽥中から名和晃平まで「気韻⽣動（きいんせいどう）」 
会場： 宝物殿 
会期： 2020 年 7 ⽉ 15 ⽇（⽔）〜10 ⽉ 11 ⽇（⽇） 
概要： 「気韻⽣動（きいんせいどう）」とは、絵画などの芸術作品に、気⾼い⾵格や気品や、⽣き⽣きと

した⽣命感や迫⼒、さらには情趣にあふれていることも意味し、明治の思想家・美術評論家の岡倉
天⼼が作家や作品に対して、⽬指した境地でもあります。 
この「気韻⽣動（きいんせいどう）」展では、宝物殿の素晴らしい空間を使⽤し、明治以降の⽇本
近代美術から現代美術までの彫刻・⽴体の系譜を再評価。近代・現代彫刻に⼤きな影響を与えた明
治期の彫刻家・平櫛⽥中から、世界で活躍する彫刻家・名和晃平までの、彫刻・⽴体の系譜を辿り、
⽇本の今を、世界へ発信します。 
平櫛⽥中と明治神宮にはいくつかの縁がありました。近代⽇本を代表する彫刻家ですが、30 才の
時の作品《唱歌君が代》は明治天皇の買い上げを受けたというご縁がありました。また、国の重要
⽂化財に指定されている明治神宮宝物殿は、1921（⼤正 10）年に竣⼯、奈良の正倉院を模した校
倉⾵⼤床造りで、その建築は⼤江新太郎です。そして、その息⼦、孫にあたる⼤江宏、⼤江新が、
東京都⼩平市にある⼩平市⽴平櫛⽥中彫刻美術館とそのアトリエをそれぞれ建築しているという
ことも、平櫛⽥中と明治神宮との遠からぬ縁を感じさせます。 
平櫛⽥中は東京藝術⼤学で教鞭をとったのち、その作品の多くは東京藝術⼤学に寄贈されました。
また、故郷の岡⼭県井原市⽴⽥中美術館が開館すると、⽇本を代表する彫刻賞である平櫛⽥中賞が
創設されました。近年、近代・現代美術の世界では絵画ブームと呼ばれる傾向があり、美術館等で
も⽴体だけに光を当てた展覧会は少なくなっています。宝物殿の中にある国の重要⽂化財の指定を
受けている展⽰ケースの中に、平櫛⽥中賞受賞作家や平櫛⽥中の精神を受け継ぐ新しい表現の⽴体
作品を展⽰し、素材と表現に関して、各アーティストが挑戦した美を⼀同に集める企画です。⼩平
市⽴平櫛⽥中彫刻美術館、井原市⽴⽥中美術館、東京藝術⼤学⼤学美術館とも連携を取って開催い
たします。 

詳細は、後⽇ウェブサイトにてお知らせします 
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5. 開催概要 
 
名称： ⽇本博 主催・共催型プロジェクト  

「神宮の杜芸術祝祭」祭る。祈る。創る。 
−持続可能な⾃然と芸術⽂化− 

会期： 2020 年 3 ⽉ 20 ⽇（⾦・祝）〜2021 年 3 ⽉ 31 ⽇（⽔） 
- 記者発表会・プレスツアー：2020 年 3 ⽉ 19 ⽇（⽊）10:30〜12:15 
- オープニング・シンポジウム：2020 年 3 ⽉ 19 ⽇（⽊）15:30〜18:00（先着順） 
- オープニング・フェスティバル：2020 年 3 ⽉ 20 ⽇（⾦・祝）〜 2020 年 3 ⽉ 22 ⽇（⽇） 
- 美術展等 2020 年 3 ⽉〜 12 ⽉ 
- 現代⽂化展等 2020 年 5 ⽉〜 12 ⽉  
- ⾃然・環境・共⽣社会関連企画 2020 年 3 ⽉〜 2021 年 3 ⽉  
- 観光インバウンド・被災地復興・地域創⽣ 2020 年 3 ⽉〜 2021 年 3 ⽉  
- 茶会・現代アート茶会 2020 年 5 ⽉ 2 ⽇（⼟）、5 ⽉ 3 ⽇（⽇・祝）、6 ⽉ 

開催場所：明治神宮 内苑・外苑（宝物殿、明治神宮ミュージアム、フォレストテラス明治神宮、聖徳記念
絵画館等） 

時間： 明治神宮の開⾨・閉⾨時間に準じます 
アクセス：原宿⼝＜南⼝＞：JR ⼭⼿線「原宿」駅、東京メトロ千代⽥線・ 副都⼼線「明治神宮前＜原宿＞」駅 

代々⽊⼝＜北⼝＞：JR ⼭⼿線「代々⽊」駅、都営地下鉄⼤江⼾線「代々⽊」駅、東京メトロ副都
⼼線「北参道」駅 
参宮橋⼝＜⻄⼝＞：⼩⽥急線「参宮橋」駅 

URL： https://jingu-artfest.jp/ 
 
アーティスティックディレクター：⼭⼝ 裕美 
 
主催： ⽂化庁、独⽴⾏政法⼈⽇本芸術⽂化振興会⽇本博事務局、神宮の杜芸術祝祭実⾏委員会、⼀般社団

法⼈アート・パワーズ・ジャパン 
特別協⼒：明治神宮 
連携： 明治神宮鎮座百年記念事業 
後援（予定）：環境省、渋⾕区、渋⾕区観光協会、表参道商店会、経済同友会、仙台・岩⼿・福島経済同友

会、東京藝術⼤学⼤学美術館、⼩平市⽴平櫛⽥中彫刻美術館、井原市⽴⽥中美術館、読売新聞社、
⽇本テレビ放送網株式会社、⽇本航空株式会社、株式会社伊藤園、株式会社ミクシィ、株式会社
KDDI、⼤⽇本印刷株式会社、慶應義塾⼤学茶道会、東京藝術⼤学裏千家茶道部 

 

          
 
広報お問い合わせ 
神宮の杜芸術祝祭実⾏委員会 広報担当 藤原⽻⽥合同会社（藤原、⽻⽥、⼟井） 
メール： press@artpj.jp 
電話： 080-4463-0829（⽻⽥） 
FAX： 03-6635-0181 
URL： https://jingu-artfest.jp/ 
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「神宮の杜芸術祝祭」 
記者発表会・プレスツアー・オープニングシンポジウム参加申込書 
 
明治神宮の杜を舞台に開催される「神宮の杜芸術祝祭」の開幕を記念し、開幕前⽇の 3 ⽉ 19 ⽇（⽊）に報
道関係者の皆様向けに記者発表会、プレスツアーを開催いたします。記者発表会では、主催者より年間を通
して開催する様々なプロジェクトの概要をご紹介します。続く、プレスツアーでは、本プログラムのアーテ
ィスティックディレクターの⼭⼝裕美および出展作家が、野外彫刻展の⾒どころをご紹介します。この機会
に、ぜひ会場まで⾜をお運びください。 
 
【記者発表会】 3 ⽉ 19 ⽇（⽊）10:30〜11:15 場所：フォレストテラス明治神宮 楠の間 

 
【プレスツアー】3 ⽉ 19 ⽇（⽊）11:15〜12:15 場所：明治神宮内苑各所 

（ツアー終了後、フォレストテラス明治神宮にて軽⾷をご⽤意しております） 
 
【シンポジウム】3 ⽉ 19 ⽇（⽊）15:30〜18:00 場所：フォレストテラス明治神宮 楠の間 
 
【レセプション】 3 ⽉ 19 ⽇（⽊）18:30〜 場所：フォレストテラス明治神宮 欅の間 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 
※ご参加希望のプログラムに✔をしてください。  
           □ 記者発表会 □ プレスツアー 
           □ シンポジウム □ レセプション 
 
 
<記⼊事項> 
⽒名： 
                                            
貴社名： 
                                            
媒体名： 
                                            
部署名： 
                                            
TEL(携帯電話など）： 
                                            
E-mail： 
                                            
撮影機材： 
ムービー（      台）    スチール（      台）   三脚利⽤予定 有   無 
通信欄（個別インタビューの御要望など）： 
 
                                            
 

<申込先> 神宮の杜芸術祝祭実⾏委員会 広報担当 

E-mail：press@artpj.jp FAX：03-6635-0181 


